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熊本市食生活改善推進員協議会は、地域の高校生に対する郷土の食材や郷土料理の伝承活動
を中心とした食育活動を継続的に展開しています。平成17（2005）年から次世代を担う高校
生を対象に「思春期の食育推進事業」として、熊本の食文化の理解と自身の健康を守るスキル
を身に着けることを目的として開始しました。現在では家庭科授業の年間行事として定着して
います。
調理体験を通して、ひご野菜である春

かすが
日ぼうぶら等の地元の農産物や、南

なん
関
かん
あげ、海苔、大

豆等の地元の食材への理解と、地産地消の重要性を伝えています。高校の教諭との打合せを綿
密に行い、参加者に合わせた内容を実施することで再現性を高め、１度きりにならない食文化
の伝承を目指しています。さらに、食生活改善推進員が生徒に積極的に声を掛け、気軽に質問
をできる雰囲気を作り、生徒が等しく調理を体験できるように工夫しています。生徒からは
「教えてもらった郷土料理を将来、自分の子供に伝えたい。」といった声も聞かれています。
また、新型コロナウイルス感染症の影響下では、行政と協働で動画を作成配信し、再生回数

は4.1万回を超え、新たな日常に対応した食文化の継承にも力を入れています。
今後は、若い世代に対して、料理を作る楽しさを通した、心に残る食体験を継続して提供す

るとともに、新たな動画の作成等により、より多くの方に郷土料理を伝承していきます。

調理体験の様子 実習前のミーティングを行う様子

調理体験を通じて、次世代を担う高校生たちにふるさとの味をつな
ぐ（第７回食育活動表彰　農林水産大臣賞受賞）
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